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定例観察会のお知らせ（費用等負担はありません） 

毎週土曜･日曜の午前 10 時と午後 1 時から「NPO 法人かながわ森林インストラクターの会」会員が水源林を

ご案内します。やどりき水源林ゲート前までお越しください。なお、冬季（１２月・１月・２月）は安全確保

のため休止します。 

  

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆涼を求めて水源林へ◆ 

沢に入って遊ぶ、「森の案内人」と散策、楽しみ方はいろいろです。 

透き通った水、沢を渡る風、美味しい空気。森の虫や水辺の生き物、 

豊かな自然を感じるひとときです。（＊の写真はカジカガエルのオタマジャクシ） 

 



やどりき水源林ニュース第１２７号   ２０１４年８月  ２/２ 

 

 

 

◆咲き始めました◆        ◆虫たち◆ 

  

 

   

 

 

 

  

  

 

 

◆不思議！そうなの？◆ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

NPO 法人かながわ森林インストラクターの会 やどりき水源林「森の案内人」情報発信グループ １２７号担当 内野 

 

 

８月のトピックス   

市街地より涼しい水源林、「森の案内人」は夏休み 

メニューを用意してお越しをお待ちしています。 

恒例の『水源林のつどい』も開催されます。 

水遊びは、急な増水に十分注意しましょう。 

 

 

９月の水源林 

秋の気配が感じられます。キク科の 

花（野ギクの仲間やアザミの仲間）が 

      見られます。 

（写真：ツルニンジン） 

 

 

ツユクサ（ツユクサ科）の秘密 

黄色い雄しべが目立つツユクサ。朝早く咲いて虫が訪れるのを待ちます。 

秘密①雄しべ 6 本のうち短い 3 本は花粉を待たない飾りおしべです。 

秘密②虫が来ないと花はしぼみながら長い雄しべと雌しべを巻き上げ 

絡み合わせて自ら受粉をします。秘密の理由は冬には枯れてしまう 1 年

草、そして命の短い 1 日花。何が何でも種子を作りたいからでしょうか。 

クズ（マメ科）の昼寝 

夏の日差しが強い時は 3 枚の小葉（3

枚で 1 つの複葉）を中央の葉をはさむ

ようにして閉じ合せて光の量を調整し

ています。午前中にたっぷり光合成し

たので満腹状態？？なのでしょうか。 

 

◆セミの声◆ 

夕立の雲もとまらぬ夏の日の かたぶく山にひぐらしの声 

                  ＜新古今和歌集 式子内親王＞ 

 

ウバユリ(ユリ科)の群生とタマアジサイ(アジサイ科) 

②  ①  

③  

④  

⑤  

コアカソに作ったヒメコブオトシブミの 

ゆりかご 

 

①  

カラムシの葉を重ねて、アカタテハの幼虫 

 

②  

③  

スギドクガの幼虫（毒はない） 

 

④   ①  

⑤  

スジグロシロチョウ 

 

キタキチョウ 

 

水源林ではたくさんの 

セミが鳴いています 


